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	見つかった課題


	昨年の予算について、校内再配分を行う際に、前年度の執行決議書しか書類が残っていませんでした。校長から前年度の職員会議録のファイルを渡され、前任者が2007年度の配分予算を職員会議で再配分して提示したものを参考に、校内再配分をして職員会議で提案しました。
ところが・・・前年度の出納簿がなかったので、何の費目にどれ位かかっているのか、データーが残っていませんでした。校内再配分を行うにあたり、費目の予算に対して、どれぐらいの執行額があったのか、実態がわからないまま校内再配分を行いました。

	課題解決に向けた行動の経過（時系列で箇条書き程度）


	Ａ小の規模なので、前年度の出納簿を作ることも考えましたが、とりあえず2008年度から簡単なものではありますが、費目ごとの出納簿を作成しています。いつ何をどこで買い、購入単価がいくらかがわかるように、記入しています。石狩市では、最終執行状況報告書というものの提出を市教委から求められていないので、出納簿をあえて作成しなくても良いかもしれませんが、実績として残っているとありがたい感じがします。特に異動のあった年は、学校の状況がよくわからないので、余計にそう感じるのかもしれません。

	行動する上で見えたこと


	そして、出納簿を昨年1年間つけてみて思ったことは、とりあえず、前年度とほぼ変わらずの校内再配分だったはずなのに、当初の予算とは随分と執行見込みが異なっていることに気がつきました。やっぱり出納簿をつけてみて良かったと思ったことと、このままでは次年度はまずいなぁーと思い、今年度は昨年度の反省を踏まえ、職員から校内再配分にかかわり、各分掌・各教科等の要望をあげてもらうように、５月の職員会議で提案しました。(4月の職員会議には、間に合わなかったので)

	とりくみの結果なにがどうなったか


	提案については、教頭から「こんなことしなくても、勝手に決めていいんじゃないの？」と言われてしまいましたが、「今年はとりあえず、やってみます。」と言っておきました。また、せっかく要望を出そうとした職員が1名居たのですが、「学校にある消耗品(マジックやセロハンテープ)を書けばいいの」などと聞かれ、「いやいや、そういう物ではなく・・・分掌とか、教科でさぁ・・・」という話をすると、横から教頭に「別に無理して出さなくてもいいんだよ。これで予算全部使ったら困るし。」と言われ、あれあれそこで学校財政財務のサイクル化が生かされ、予算の検討と修正が行われるはずなんだけどなぁーと思いまたまた、説明不足と自分の力不足を痛感する場面に。
要望調査の締切り日にも朝会で声がけを行いましたが、提出してきた職員はわずか2名だけです。学校の配当予算や校内再配分はみんなで考えていくべきものであるということを、今回をきっかけに関心をもってもらえればと思っていましたが、なかなかこちらが考えているようにならないなぁーと実感しています。

	とりくみの感想など


	職員会議での説明が十分に職員に理解できるようなものでなかったらしく、どうも伝えたいことや運営計画に書いたことが理解されていない模様です。確かに私の説明もわかりにくかったかもしれませんが、学校財政財務のサイクル化が理解されるように働きかけが必要かもしれません。


